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挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
子
母
澤
寛
（
梅
谷
松
太
郎
）

　
　
　
　
　
　
　
─
─
新
出
資
料
か
ら
み
る
「
国
定
忠
治
」・「
父
子
鷹
」
制
作
事
情
一
面

松　

本　

和　

也　
（
信
州
大
学
人
文
学
部
）

　
　
　
一
、
は
じ
め
に

　

挿
絵
画
家
と
し
て
の
石
井
鶴
三
は
、
挿
絵
を
提
供
す
る
こ
と
を
通
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
文
学
者
と
関
わ
り
を
も
っ
た

（
１
）

。
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
が
す
ぐ
に
浮
か
ぶ
文
学
者
と

し
て
は
、
上
司
小
剣
、
中
里
介
山
、
直
木
三
十
五
、
吉
川
英
治
な
ど
が
代
表
格

と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
子
母
澤
寛
（
一
八
九
二
～
一
九
六
八
、
本
名
・
梅
谷

松
太
郎
）
も
、
長
い
つ
き
あ
い
の
あ
っ
た
文
学
者
の
一
人
で
あ
る
。

　

本
稿
の
ね
ら
い
は
、
石
井
鶴
三
と
子
母
澤
寛
の
関
わ
り
を
、
信
州
大
学
所
蔵

「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」か
ら
発
見
さ
れ
た
新
出
石
井
鶴
三
宛
子
母
澤
寛
書
簡
を

は
じ
め
と
す
る
資
料
群
を
手
が
か
り
に
、
具
体
的
に
明
る
み
に
出
す
こ
と
に
あ

る
。
併
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
性
質
の
異
な
る
資
料
群
（
書
簡
・
ゲ
ラ
等
）
の
検

討
を
通
じ
て
、
挿
絵
（
画
家
）
の
周
辺
に
注
目
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
得
る

問
題
領
域
を
、
事
例
報
告
を
通
じ
て
開
拓
‐
提
案
す
る
こ
と
も
、
本
稿
の
目
指

す
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
両
者
の
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
―
―
子
母
澤
寛
の
小
説
に
石
井
鶴
三
が
挿
絵
・

タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
を
提
供
し
た
も
の
─
─
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

①
子
母
澤
寛
「
国
定
忠
治
」

　
『
大
阪
毎
日
新
聞
／
東
京
日
日
新
聞
』（
一
九
三
二
・
一
一
・
五
夕
～
一
九
三

三
・
六
・
六
夕
）、
挿
絵
一
七
四
点
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
一
六
点
。

②
子
母
澤
寛
「
松
五
郎
鴉
」

　
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』（
一
九
三
三
・
九
・
一
七
～
一
二
・
二
四
）、
挿
絵
三
〇

点
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
一
五
点
。

③
子
母
澤
寛
「
国
定
忠
治
」（
大
毎
版
「
国
定
忠
治
」
続
編
）

　
『
オ
ー
ル
読
物
』（
一
九
三
四
・
七
～
一
二
）、
挿
絵
一
五
点
、
タ
イ
ト
ル
カ

ッ
ト
六
点
。

④
子
母
澤
寛
「
父
子
鷹
」

　
『
読
売
新
聞
』（
一
九
五
五
・
五
・
一
九
夕
～
一
九
五
六
・
八
・
一
三
夕
）、
挿

絵
四
五
〇
点
、
タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
九
〇
点
。

　

間
に
二
〇
年
ほ
ど
の
空
白
期
を
挟
む
も
の
の
、「
子
母
澤
さ
ん
の
お
仕
事
は
、

維
新
も
の
、
股
旅
も
の
に
大
別
さ
れ
る

（
２
）

」
と
い
う
尾
崎
秀
樹
の
評
言
に
即
し
て

い
え
ば
、
石
井
鶴
三
は
前
者
に
あ
た
る
晩
年
の
大
作
「
父
子
鷹
」
と
、
前
者
に

あ
た
る
初
期
代
表
作
「
国
定
忠
治
」
と
に
、
挿
絵
画
家
と
し
て
関
わ
っ
た
こ
と

に
な
る
。

　

こ
う
し
た
長
き
に
わ
た
る
関
係
の
中
か
ら
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
に
は
三

通
の
鶴
三
宛
年
賀
状
が
残
さ
れ
て
い
る
。
一
通
め
は
『
オ
ー
ル
読
物
』
版
「
国

定
忠
治
」
連
載
直
後
の
一
九
三
五
年
（
仮
番
号
［
書
７
─
６
２
０
］）、
二
通
め

は
一
九
三
八
年
（
仮
番
号
［
書
１
１
─
１
４
７
］）、
三
通
め
は
「
父
子
鷹
」
連

載
終
了
後
の
一
九
五
七
年
（
仮
番
号
［
書
６
─
４
３
３
］）
の
も
の
で
、
い
ず
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れ
も
裏
面
は
印
刷
物
と
な
っ
て
お
り
、
署
名
と
表
書
き
の
み
が
直
筆
の
葉
書

で
あ
る
。
他
に
、
次
の
暑
中
見
舞
い
も
一
通
確
認
さ
れ
て
い
る
。

１
、
石
井
鶴
三
宛
子
母
澤
寛
書
簡
（
仮
番
号
［
書
４
─
３
９
１
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

暑
中
の
お
見
舞
を
申
上

げ
ま
す
、
相
変
ら
ず
御
元

気
の
事
と
思
ひ
ま
す
が
何

分
と
も
ひ
ど
い
お
暑
さ
故

こ
の
上
の
御
自
愛
を
切
に

お
祈
り
申
上
ま
す

　
　
　

子
母
澤
寛

　

宛
先
は
、「
東
京
市
／
板
橋
区
板
橋
町
／
三
ノ
二
六
六
／
石
井
鶴
三
先
生
」、

消
印
の
日
付
は
一
九
三
三
年
七
月
二
七
日
、
時
間
は
読
み
と
れ
な
い
、
地
名

は
大
森
。
絵
葉
書
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
右
の
文
面
は
表
面
左
半
分
に
記
載
さ

れ
て
お
り
、
裏
面
は
金
鶏
山
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
あ
る
。

　

内
容
は
、
文
字
通
り
の
暑
中
見
舞
い
だ
が
、「
国
定
忠
治
」
連
載
を
終
え
て
間

も
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ね
ぎ
ら
い
の
意
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　

以
下
、
時
代
を
追
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　
　
二
、
梅
谷
松
太
郎
時
代
─
─
直
木
三
十
五
「
益
満
休
之
助
」

　

大
学
卒
業
後
、
新
聞
記
者
と
し
て
の
生
活
を
は
じ
め
た
梅
谷
松
太
郎
は
、

横
須
賀
の
地
方
紙
、
釧
路
毎
日
新
聞
、
読
売
新
聞
を
へ
て
、
一
九
二
六
年
二

月
に
東
京
日
日
新
聞
に
移
る
。
そ
の
後
の
、
記
者
の
業
務
を
こ
え
た
物
書
き
と

0

0

0

0

し
て

0

0

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
次
に
引
く
事
典
記
述
を
参
照
し
た
い
。

社
会
部
の
遊
軍
記
者
と
な
り
、
社
会
部
長
小
野
賢
一
郎
の
す
す
め
で
、

聞
き
書
き
風
の
連
載
（
た
と
え
ば
『
味
覚
極
楽
』
な
ど
）
を
書
き
は
じ
め

た
。
昭
和
三
年
に
は
、
明
治
維
新
六
〇
年
で
『
戊
辰
物
語
』
を
書
き
、
八

月
に
は
古
老
聞
き
書
き
を
主
と
し
た
『
新
撰
組
始
末
記
』
を
処
女
出
版
し

た
。
こ
の
と
き
か
ら
子
母
沢
寛
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
用
い
た
。
大
森
新
井
宿

子
母
沢
に
住
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
昭
和
五
年
に
は
、
実
証
的
な
『
笹
川
の
繁
蔵
』
を
、「
サ
ン
デ
ー
毎

日
」
に
書
く
。
こ
の
年
は
、
単
行
本
と
し
て
、『
幕
末
巷
談
』
な
ど
を
塩
川

書
房
か
ら
、『
遊
侠
奇
談
』
を
民
友
社
か
ら
発
行
し
た
。
六
年
「
サ
ン
デ
ー

毎
日
」
に
『
紋
三
郎
の
秀
』
を
発
表
し
て
か
ら
、
新
し
い
大
衆
文
学
の
作

家
と
し
て
の
面
を
示
し
は
じ
め
て
、
七
年
に
は
「
大
阪
毎
日
新
聞
」「
東

京
日
日
新
聞
」
に
、
長
編
『
国
定
忠
治
』
を
書
き
、
股
旅
も
の
作
家
と
し

て
の
立
場
を
確
立
し
た
。
翌
八
年
六
月
新
聞
社
を
辞
め
、
一
五
年
に
わ
た

る
記
者
生
活
を
清
算
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
間
蓄
積
し
た
聞
き
書
き
、

回
顧
談
を
利
用
し
た
作
品
を
書
い
て
、
大
衆
文
学
に
幕
末
の
社
会
性
の

背
景
を
感
じ
さ
せ
、
ま
た
会
話
な
ど
に
独
特
の
語
り
口
を
示
し
た
点
が
、

作
品
の
特
徴
と
な
っ
た

（
３
）

。

　
「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
確
認
で
き
る
石
井
鶴
三
と
梅
谷
松
太
郎
の
最

初
の
接
点
は
、
一
九
三
一
年
末
の
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、『
サ
ン
デ

ー
毎
日
』
の
東
京
駐
在
も
兼
ね
て
い
た
時
分
に
掲
載
さ
れ
た
直
木
三
十
五
「
益

満
休
之
助
─
─
『
南
国
太
平
記
』
続
編
─
─
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
三
二
・
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一
・
三
～
五
・
二
二
）
の
挿
絵
を
石
井
鶴
三
が
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の

際
の
編
集
担
当
が
梅
谷
松
太
郎
だ
っ
た
の
だ
。
同
作
に
鶴
三
は
、
挿
絵
三
一
点
、

タ
イ
ト
ル
カ
ッ
ト
一
一
点
を
寄
せ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
鶴
三
は
直
木
三
十
五

の
前
作
「
南
国
太
平
記
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
／
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
〇
・

六
・
一
二
夕
～
一
九
三
一
・
一
〇
・
一
六
夕
）
に
も
挿
絵
を
寄
せ
て
い
る

（
４
）

。

　
「
益
満
休
之
助
」
の
挿
絵
依
頼
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
「
石

井
鶴
三
関
連
資
料
」
内
の
書
簡
に
、
関
連
す
る
記
述
が
み
ら
れ
る

２
、
石
井
鶴
三
宛
新
妻
莞
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
８
５
８
］）

　

書
簡
当
該
箇
所
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る

（
５
）

。

「
益
満
休
之
助
」
の
挿
絵
、［
御
承
認　

右
傍
挿
入
］
何
よ
り
う
れ

し
く
存
じ
上
げ
ま
す
、
東
京
駐
在
の

梅
谷
松
太
郎
君
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
子
母
沢
寛
）
が
伺
ひ

ま
す
か
ら
、
よ
ろ
し
く
願
ひ
た
く
、

な
ほ
、
絵
は
出
来
る
だ
け
大
き
く
［
改
ペ
ー
ジ
］

カ
ツ
ト
は
第
一
頁
の
半
分
ぐ
ら
ゐ
を
占
め
、

次
の
は
、
第
二
、
第
三
頁
の
真
中
へ
、
跨
る

や
う
な
も
の
に
し
た
い
な
ど
ゝ
念
じ
て

ゐ
ま
す
、
宜
し
く
御
高
配
願
上
ま
す

忙
中
の
走
り
書
御
判
読
の
程
を

　
　
　
　
　
　

  

匆
々
敬
具

　
　

十
二
月
二
日

五
、
六
日
頃
ま
で
に
第
一
回
を
持
参
に

梅
谷
君
が
伺
ふ
筈
に
な
つ
て
ゐ
ま
す

　

一
九
三
一
年
一
二
月
二
日
付
け
の
右
書
簡
に
よ
れ
ば
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
・

新
妻
莞
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
鶴
三
は
「
益
満
休
之
助
」
の
挿
絵
を
引
き
受
け

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
、
担
当
・
梅
谷
松
太
郎
の
紹
介
と
、
挿

絵
・
カ
ッ
ト
の
誌
面
レ
イ
ア
ウ
ト
案
ま
で
が
記
さ
れ
て
い
る
（
こ
の
案
は
、
そ

の
ま
ま
と
い
っ
て
よ
い
か
た
ち
で
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
）。

　

こ
れ
に
連
な
る
の
が
、
梅
谷
松
太
郎
に
よ
る
次
の
書
簡
で
あ
る
。

３
、
石
井
鶴
三
宛
梅
谷
松
太
郎
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
０
─
２
１
４
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
一
枚
め
）

い
つ
ぞ
や
は
御
面
倒
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

大
阪
の
新
妻
氏
か
ら
も
お
願
ひ
申
上
げ
て
あ
る
事
と
思

ひ
ま
す
が
正
月
（
サ
ン
デ
ー
毎
日
）
か
ら
の
直
木
氏
の

「
益
満
休
之
助
」
の
絵
を
是
非
御
承
諾
い
た
ゞ
き
た
い

と
思
ひ
参
上
致
し
ま
し
た
、

月
曜
頃
に
原
稿
何
回
か
出
来
ま
す
筈
、
す
ぐ
持
参

致
し
ま
す
が　

御
迷
惑
と
は
思
ひ
ま
す
け
ど　

ま
げ
て

御
引
受
下
さ
い
ま
す
や
う
、
幾
重
に
も
お
願
ひ
申
上

ま
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
日
午
后
二
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
谷
松
太
郎

　

石
井
先
生

（
二
枚
め
）

（
宛
名
）
梅
谷　
　
　
（
発
信
人
）
新
妻
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ビ
ラ
と
い
ふ
の
は
新
聞
に
折
込
む
の
で
サ
ン
デ
ー

毎
日
の
半
分
の
大
き
さ
ザ
ラ
紙
に
す
る　

だ
か
ら

［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］［
益　

朱
上
書
］
光
と
富
士
春
の
顔
だ
け
を
か
い
て

貰
ふ

と
か
そ
の
程
度
で
頼
ん
で
下
さ
い

　

一
枚
め
は
、
便
箋
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
封
書
は
な
い
。
先
の
書
簡
（
仮
番

号
［
書
７
─
８
５
８
］）
と
対
応
す
る
内
容
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、「
五

日
」
と
あ
る
の
は
、
一
九
三
一
年
一
二
月
五
日
の
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
。

　

冒
頭
の
「
御
面
倒
」
が
具
体
的
に
何
を
指
す
か
は
未
詳
、
以
前
に
東
京
日
日

新
聞
社
社
員
と
し
て
鶴
三
に
依
頼
し
た
仕
事
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

本
題
は
、
先
の
書
簡
（
仮
番
号
［
書
７
─
８
５
８
］）
に
重
ね
て
の
、
直
木
三

十
五
「
益
満
休
之
助
」
へ
の
挿
絵
執
筆
依
頼
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
を
書
い
た
時

点
で
、
ま
だ
梅
谷
は
鶴
三
が
挿
絵
執
筆
を
承
諾
し
た
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
先
の
新
妻
書
簡
で
は
、
五
日
に
は
、「
益
満
休
之
助
」
第
一

回
原
稿
を
松
谷
が
持
参
す
る
見
通
し
だ
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
原
稿
を
手
に

し
て
お
ら
ず
、
少
し
遅
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、「
月
曜
」
─
─
こ

の
年
の
一
二
月
五
日
は
土
曜
日
、
従
っ
て
「
月
曜
」
は
一
二
月
七
日
─
─
に
は
、

数
回
分
の
小
説
を
「
持
参
」
で
き
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
挿
絵
担
当
者
の
確
定

に
先
出
ち
、
小
説
の
執
筆
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
逆
に
い
え
ば
、
小

説
は
出
来
つ
つ
あ
り
、
新
年
号
か
ら
の
掲
載
が
決
ま
っ
て
い
な
が
ら
、
挿
絵
担

当
者
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
（
実
際
は
数
日
前
に
、
鶴
三
が
承
引

し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
直
前
の
こ
と
で
あ
る
）。文
面
の
切
迫
感
は
こ
う

し
た
状
況
の
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

あ
わ
せ
て
折
り
畳
ま
れ
て
い
た
二
枚
め
（【
図
１
】）
も
、
や
は
り
直
木
三
十

五
「
益
満
休
之
助
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
社
内
用
の
伝
言
用

紙
と
思
わ
れ
る
メ
モ
用
紙
に
書
か
れ
た
、
新
妻
莞
か
ら
梅
谷
松
太
郎
へ
の
指
示

で
あ
る
。
こ
ち
ら
は
新
聞
折
り
込
み
用
「
ビ
ラ
」
の
絵
の
依
頼
で
、
登
場
人
物

に
関
す
る
具
体
的
な
指
示
が
み
ら
れ
る
。

  

こ
の
件
に
関
し
て
は
、
次
の
書
簡
で
も
話
題
と
さ
れ
て
い
る
。

４
、
石
井
鶴
三
宛
梅
谷
松
太
郎
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
０
─
２
２
０
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

　

お
い
そ
が
し
い
と
こ
ろ
へ
お
無
理
ば
か
り
お
願
ひ
し

　

ま
し
て
誠
に
恐
縮
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

例
の
宣
伝
の
方
に
用
ひ
ま
す
絵
ど
う
ぞ
こ
の

【図１】書 10-214（2 枚目）
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も
の
へ
お
渡
し
下
さ
い
ま
し
。

　

実
際
御
無
理
で
お
気
の
毒
は
万
々
承
知
し
て

　

ゐ
る
の
で
す
が
─
─
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
谷
松
太
郎

　

石
井
様

　

宛
先
は
、「
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
切
手
が
は
ら
れ
て
お
ら
ず
、

直
接
持
参
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
裏
面
に
は
「
東
京
市
麹
町
区
有
楽
町
一

丁
目
十
一
番
／
東
京
日
日
新
聞
社
内
／
『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
編
輯
部
」
と
刷
り

こ
ま
れ
、
つ
づ
く
電
話
番
号
の
上
か
ら
「
梅
谷
松
太
郎
」
と
直
筆
で
書
か
れ
て

い
る
。
ま
た
、
右
上
部
に
は
「
十
日
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

  

こ
の
文
面
で
は
、
す
で
に
鶴
三
が
挿
絵
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
前
提
と
な
っ

て
お
り
、
つ
ま
り
は
五
日
～
一
〇
日
ま
で
の
間
に
、
梅
谷
も
鶴
三
の
承
引
を
確

認
で
き
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

宣
伝
ビ
ラ
の
詳
細
は
未
詳
だ
が
、
先
の
新
妻
に
よ
る
の
指
示
通
り
の
絵
が

「
新
連
載
長
篇
小
説
予
告
」（『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
一
九
三
一
・
一
二
・
二
七
）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
。同
誌
同
号
の
正
確
な
刊
行
日
は
未
詳
だ
が
、「
直
木
三
十
五
」

の
挿
絵
を
担
当
し
て
い
た
鶴
三
こ
そ
は
、
そ
の
続
編
の
挿
絵
を
、
短
期
間
の
う

ち
に
依
頼
し
得
る
、
唯
一
無
二
の
存
在
だ
っ
た
は
ず
だ
。

　
　
　
三
、
子
母
澤
寛
作
・
石
井
鶴
三
画
「
国
定
忠
治
」

　
「
国
定
忠
治
」か
ら
、
石
井
鶴
三
に
と
っ
て
子
母
澤
寛
は
担
当
編
集
者
か
ら
作

家
へ
と
変
じ
て
い
く
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
は
、
や
は
り
間
近
で
接
し

て
き
た
子
母
澤
寛
が
、
鶴
三
挿
絵
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
よ

う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
証
立
て
る
の
は
、
次
に
紹
介
す
る
新
出
の
石
井
鶴
三

書
簡
で
あ
る
（
こ
こ
で
の
引
用
は
直
接
関
係
す
る
箇
所
に
限
り
、
全
文
は
注
に

掲
出
す
る

（
６
）

）。

５
、
石
井
美
佐
宛
石
井
鶴
三
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
２
７
３
］）

　

書
簡
本
文
（
当
該
箇
所
）
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

十
八
日
東
日
社
よ
り
先
日
の
挿
絵
の
返
事
を
き
ゝ
に
来
ら
る　

お
前
さ
ん

か
ら
返
事
が
あ
つ
て
の
上
と
思
つ
て
ゐ
た
が
事
情
や
む
を
得
ず
吾
輩
と
し
て
は

ひ
き
う
け
て
も
よ
い
方
に
か
た
む
い
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
り
［
一
字
不
明　

ミ
セ

ケ
チ
］
大
抵
お
ひ
き
う
け

出
来
る
と
思
ひ
ま
す
と
返
事
を
し
た　

最
初
五
十
回
位
と
の
話
で

あ
つ
た
の
が
百
回
位
と
な
つ
た
［
来　

ミ
セ
ケ
チ
］「
檜
山
兄
弟
」
は
来
月
七
日

で
終
る
由

そ
の
あ
と
す
ぐ
つ
ゞ
く
の
で
来
月
早
々
か
ら
［
ま
た　

右
傍
挿
入
］
忙
し
く
な

る
筈
な
り
来
年

二
月
ま
で
つ
ゞ
く
予
定
な
り
ま
た
神
経
質
に
な
る
時
が
来
る
が

よ
ろ
し
く
頼
む
わ
か
り
き
つ
た
こ
と
な
かマ

マ

ら
後
陣
を
お
前
さ
ん
が
し
つ
か
り

や
つ
て
く
れ
な
け
れ
ば
挿
絵
の
仕
事
は
う
ま
く
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
ゆ

か
ぬ
な
り
お
前
さ
ん
の

健
康
に
ど
う
か
異
状
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
吾
輩
は
大
丈
夫
な
る
べ
し

さ
れ
ど
出
来
得
べ
く
ん
ば
そ
の
前
に
数
日
旅
行
を
し
て
来
た
い
と
思
つ
て

ゐ
る
梅
谷
氏
も
吾
輩
が
挿
絵
を
ひ
き
う
け
て
く
れ
ゝ
ば
力
が
入
つ
て
大
に

努
力
出
来
る
と
云
ひ
居
る
由
そ
の
う
ち
［
打
合
せ
の　

左
傍
挿
入
］
一
会
あ
る

筈　

新
妻
氏
の

肝
い
り
も
あ
る
ら
し
い　

梅
谷
氏
筆
は
早
い
方
ら
し
い
［
話　

ミ
セ
ケ
チ
］
時
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に
は

十
回
位
書
い
て
も
ら
ふ
等
の
こ
と
も
［
出　

右
傍
挿
入
］
来
る
ら
し
い　

執
筆

中
は
特
に

社
を
休
ま
せ
て
も
ら
ふ
許
し
も
出
て
居
る
と
の
こ
と
な
り

　

こ
の
書
簡
に
は
封
書
が
な
く
、
二
枚
の
紙
そ
れ
ぞ
れ
の
両
面
に
書
か
れ
た
も

の
で
、
鶴
三
か
ら
妻
・
美
佐
へ
宛
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
日
付
け
は
、
末
尾

の
「
十
九
日
夕
」
と
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
吉
川
英
治
の
連
載
小
説
「
檜
山
兄

弟
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
／
東
京
日
日
新
聞
』
一
九
三
一
・
一
〇
・
二
〇
夕
～
一

九
三
二
・
一
一
・
一
三
夕
）
か
ら
考
え
れ
ば
、
一
九
三
二
年
一
〇
月
一
九
日
と

み
て
間
違
い
な
い
（
鶴
三
の
情
報
が
正
し
け
れ
ば
、「
檜
山
兄
弟
」
の
連
載
終
了

は
、
予
定
よ
り
も
延
び
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
）。

　

そ
う
で
あ
れ
ば
、
次
の
新
聞
連
載
小
説
で
あ
る
子
母
澤
寛
「
国
定
忠
治
」
の

挿
絵
執
筆
の
打
診
は
、
連
載
開
始
の
一
ト
月
ほ
ど
前
か
ら
あ
り
、
一
八
日
に
お

お
よ
そ
承
引
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
決
断
に
あ
た
っ
て
は
、
妻
の
承

認
を
得
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
事
後
報
告
に
な
っ
た
こ
と
を
鶴
三
は
詫
び
て
い

る
。
そ
の
所
以
は
、
鶴
三
自
ら
「
神
経
質
に
な
る
時
が
来
る
」
と
述
べ
て
い
る

よ
う
に
、
〆
切
り
に
追
わ
れ
る
中
で
の
仕
事
に
、
妻
の
理
解
が
必
要
不
可
欠
だ

と
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
鶴
三
夫
妻
に
と
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
新
聞
連
載
小
説
の

挿
絵
と
い
う
仕
事
は
、
大
き
な
負
担
を
伴
う
も
の
な
の
だ
。

　

そ
れ
で
も
、
鶴
三
と
し
て
は
梅
谷
氏
の
希
望
、「
新
妻
氏
の
肝
い
り
」、
そ
れ

か
ら「
梅
谷
氏
筆
は
早
い
方
ら
し
い
」と
い
う
情
報
を
総
合
的
に
判
断
し
て
、
挿

絵
を
引
き
受
け
た
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の
書
簡
か
ら
は
わ
か
る
。

　

あ
る
い
は
、「
お
前
さ
ん
の
／
健
康
に
ど
う
か
異
状
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
」

と
い
う
一
節
か
ら
は
、
挿
絵
制
作
の
一
部（
小
説
か
ら
の
図
案
化
な
ど
）に
、
美

佐
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
も
想
像
さ
れ

（
７
）

、
興
味
深
い
書
簡
と
い
え
る
。

　

な
ら
ば
、
実
際
に
鶴
三
は
ど
の
よ
う
な
挿
絵
を
描
い
た
の
か
。

　

ま
ず
、
そ
の
工
夫
に
つ
い
て
は
、「
国
定
忠
治
の
風
貌
」（『
春
陽
会
雑
報
』
一

九
三
三
・
四
）
で
鶴
三
自
ら
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　

此
度
、
子
母
沢
寛
氏
作
「
国
定
忠
治
」
の
挿
絵
を
描
く
に
あ
た
り
、
ま

こ
と
に
泥
縄
的
だ
が
、
忠
治
の
人
と
な
り
に
就
い
て
大
急
ぎ
で
調
べ
て

見
た
。

　

先
ず
そ
の
風
貌
だ
が
、
身
長
は
五
尺
五
分
し
か
な
い
の
に
体
重
は
二

十
三
貫
あ
り
、
肥
っ
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
立
居
が
非
常
に
敏
捷
で
脚

の
早
い
こ
と
無
類
で
あ
っ
た
と
い
う
。
か
ら
だ
に
は
毛
が
深
く
、
殊
に
胸

毛
が
濃
く
眉
が
太
く
眼
玉
が
大
き
く
口
数
の
少
な
い
男
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
画
像
と
し
て
信
憑
す
る
に
足
る
も
の
は
田
崎
早
雲
翁
描
く
と
こ

ろ
の
忠
治
像
が
唯
一
の
も
の
ら
し
い
。

　

そ
の
画
像
を
見
る
に
先
立
ち
、
ど
ん
な
風
に
描
か
れ
て
い
る
か
と
木

村
荘
八
に
訊
ね
た
ら
、
横
堀
角
次
郎
に
似
て
い
る
。
横
堀
を
も
っ
と
肥
ら

し
て
、
に
が
み
を
つ
け
た
と
い
っ
た
感
じ
だ
と
教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
で
時
日
切
迫
の
折
柄
最
初
の
挿
絵
は
、
荘
八
の
教
え
に
従
っ
て

描
い
た
の
だ
。
作
者
子
母
沢
氏
は
こ
の
最
初
の
挿
絵
を
見
て
、
て
っ
き
り

小
生
が
草
雲
翁
の
忠
治
像
を
見
て
そ
れ
に
よ
っ
て
描
い
た
の
だ
と
思
っ

た
と
い
う
。

　

そ
の
後
、
草
雲
翁
の
忠
治
像
を
見
る
に
及
ん
で
、
荘
八
が
言
葉
簡
に

し
て
し
か
も
適
切
に
こ
の
画
像
の
感
じ
を
い
い
あ
ら
わ
し
て
い
た
の
に

感
心
し
た
。
絵
の
気
合
を
鋭
く
つ
か
ん
だ
荘
八
の
気
合
は
凡
な
ら
ざ
る
も

の
だ
が
、
そ
の
気
合
に
よ
く
感
応
し
た
吾
輩
の
気
合
も
ま
た
万
更
で
な

い
か
も
知
れ
な
い

（
８
）

。
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右
に
名
前
が
あ
が
っ
た
横よ

こ
ぼ
り
か
く
じ
ろ
う

堀
角
次
郎
（
一
八
九
七
～
一
九
七
八
）
は
洋
画
家
、

春
陽
会
会
員
で
も
あ
り
、
鶴
三
が
本
作
取
材
の
た
め
に
上
州
を
訪
れ
た
際
の

案
内
役
で
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
木
村
荘
八
の
「
教
え
」
に
よ
っ
て
描

い
た
国
定
忠
治
が
、
子
母
澤
寛
に
も
通
用
し
た
と
い
う
の
は
、
荘
八
・
鶴
三
そ

れ
ぞ
れ
の
「
気
合
」
ば
か
り
で
な
く
、
息
の
あ
っ
た
両
者
の
意
思
疎
通
を
目
の

当
た
り
に
す
る
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
も
興
味
深
い
（
鶴
三
画
「
国
定
忠

治
」
挿
絵
は
、【
図
２
】・【
図
３
】
参
照
）。

　

こ
こ
で
話
題
に
な
っ
た
「
田
崎
早
雲
翁
描
く
と
こ
ろ
の
忠
治
像
」
に
つ
い
て

は
、
連
載
開
始
か
ら
二
タ
月
ほ
ど
へ
て
、
鶴
三
も
実
見
の
機
会
を
得
る
。
そ
の

前
後
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
日
記
に
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
月
九
日
（
月
）　
〔
略
〕
挿
絵
二
枚
描
き
あ
げ
る　

こ
れ
で
明
日
旅
に
出

ら
れ
る　

一
四
日
ま
で
あ
る

一
月
一
○
日
（
火
）　

晴　

池
袋
よ
り
自
動
車
、
上
野
着
九
時
四
○
分
、

横
堀
君
来
て
い
た　

前
橋
着
午
後
一
時
、
大
胡
二
時
、
自
動
車
に
て

三
夜
沢
山
路
に
か
か
り
滝
沢
、
不
動
大
滝
を
観
て
忠
治
の
岩
屋
を
探

る
、
日
暮
れ
て
滝
沢
に
至
り
泊
す　

途
中
路
に
迷
い
迂
回
里
余
、
月

色
よ
し

一
月
一
一
日
（
水
）　

朝
、
雨
の
ち
晴
（
上
州
の
天
気
）
前
橋
に
出
で
豊
国

覚
堂
氏
に
会
い
、
い
ろ
い
ろ
話
を
き
く　

得
る
と
こ
ろ
多
し

　

公
園
を
散
歩
し
、
大
胡
に
行
き
横
堀
君
の
家
に
厄
介
に
な
る

一
月
一
二
日
（
木
）　

晴　

大
胡
よ
り
伊
勢
崎
に
出
で
忠
治
の
墓
を
見
国

定
に
養
寿
寺
を
訪
い
住
職
よ
り
話
を
き
き
遺
物
、
墓
を
見
る
、
そ
れ

よ
り
足
利
に
行
く　

宿
を
定
め
荻
野
氏
方
を
訪
ね
る　

今
晩
よ
し
と

の
事
に
て
草
雲
先
生
筆
、
忠
治
像
見
せ
て
も
ら
う　

感
激
深
し

（
９
）

　

旅
立
つ
た
め
の
最
初
の
準
備
は
、
挿
絵
を
書
き
た
め
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

で
あ
る
。
そ
の

ス
ト
ッ
ク
を
使
う
か
た
ち
で
、
鶴
三
は
上
州
を
訪
れ
、
国
定
忠
治
ゆ
か
り
の
地

を
訪
ね
て
い
く
。
最
大
の
目
的
に
し
て
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
も
ち
ろ
ん
「
田

崎
早
雲
翁
描
く
と
こ
ろ
の
忠
治
像
」
で
あ
り
、
実
見
し
た
後
に
鶴
三
は
「
感
激

深
し
」
と
記
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
先
の
「
国
定
忠
治
の
風
貌
」
で
は
、
次

の
よ
う
な
鶴
三
の
感
想
に
よ
っ
て
同
文
が
し
め
く
く
ら
れ
て
い
る
。

　

か
く
し
て
夜
に
入
っ
て
足
利
市
に
到
り
草
雲
翁
の
忠
治
像
に
接
し
た

の
だ
。
我
等
両
人
は
頭
を
よ
せ
て
こ
の
絵
を
見
入
っ
た
。
忠
治
の
眼
球
ぐ

る
ぐ
る
動
い
て
光
を
発
す
る
如
く
で
あ
っ
た
。
草
雲
翁
の
気
魄
忠
治
の
気

醜
と
合
っ
て
火
花
を
発
し
、
つ
い
に
こ
の
好
画
を
成
せ
る
も
の
か（

（1
（

。

　

こ
う
し
た
鶴
三
の
工
夫
・
研
究
に
裏
打
ち
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
く
「
国
定
忠

治
」
挿
絵
だ
が
、
連
載
期
間
に
は
次
の
よ
う
な
書
簡
も
み
ら
れ
る
。

【図２】1932.11.15. 夕

【図３】1932.12.7. 夕
© Keibunsha, Ltd. 2015/JAA1500047

© Keibunsha, Ltd. 2015/JAA1500047
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６
、
石
井
鶴
三
宛
梅
谷
松
太
郎
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
３
４
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

拝
啓

お
手
紙
を
い
た
ゞ
き　

そ
の
上

春
陽
会
御
招
待
に
接

し
ま
し
て　

誠
に
恐
縮
い
た

し
ま
し
た
。　

駄
作
い
ろ

〳
〵
と
お
骨
折
を
い
た
ゞ

き
大
過
な
く
過
し
居
り

ま
す
の
は
只
々
先
生

の
御
好
意
に
よ
る
と
こ
ろ

厚
く
御
礼
申
上
ま
す
。

馬
込
ま
で
お
出
ま
し
の
由

お
目
に
か
ゝ
れ
ず
残
念
に

存
じ
ま
す
。

早
速
春
陽
会
拝
見

に
出
か
け
忠
治
の
活
躍

を
御
麗
筆
の
上
に
拝

見
す
る
を
楽
し
み
と
致

し
て
お
り
ま
す

　

先
づ
は
御
礼
迄

　
　
　
　
　
　

草
々

　
　
　

梅
谷
松
太
郎

石
井
鶴
三
先
生

　
　
　

四
月
二
十
三
日

　

宛
先
は
、「
東
京
市
板
橋
町
／
三
ノ
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」、
消
印
の
日
付

は
一
九
三
三
年
四
月
二
三
日
、
時
間
は
読
み
と
れ
な
い
、
地
名
は
大
森
。
裏
面

に
は
「
東
京
市
大
森
区
新
井
宿
二
丁
目
一
七
四
六
／
梅
谷
松
太
郎
」
と
彫
ら
れ

た
朱
印
が
押
さ
れ
、
右
上
部
に
は
「
四
月
二
十
三
日
」
と
直
筆
で
書
か
れ
て
い

る
。

　

内
容
と
し
て
は
、
鶴
三
か
ら
の
手
紙
（
未
詳
）
へ
の
返
礼
を
兼
ね
た
、
春
陽

会
招
待
へ
の
お
礼
状
で
あ
る
。
こ
こ
で
指
し
て
い
る
の
は
、
第
一
一
回
春
陽
会

展
覧
会
（
一
九
三
三
・
四
・
二
三
～
五
・
一
四
、
於
東
京
府
美
術
館
）
で
、
鶴

三
は
こ
の
時
、「
雛
鶏
」・「
風
」・「
裸
女
習
作
」・「
藤
花
新
緑
」・「
肖
像
」・「
ク

ロ
ッ
キ
（
一
）
～
（
五
）」
と
あ
わ
せ
て
、「「
国
定
忠
治
」
挿
画
八
点
」
も
出
品

し
て
い
る
の
だ
。
同
展
に
つ
い
て
は
、
文
学
者
の
宇
野
浩
二
が
次
の
よ
う
な
批

評
を
残
し
て
い
る
。

　

石
井
鶴
三
氏
の
作
品
は
、
今
年
は
、
私
に
は
、
挿
絵
の
画
稿
「
国
定
忠

治
」
の
方
が
良
か
つ
た
。
が
、
去
年
の
「
南
国
太
平
記
」
の
方
が
一
層
よ

か
つ
た
や
う
な
気
が
す
る
。
然
し
、
石
井
氏
が
『
春
陽
会
雑
報
』
に
書
か

れ
て
ゐ
る
『
国
定
忠
治
の
風
貌
』
を
読
ん
で
、
如
何
に
石
井
氏
が
一
新
聞

の
大
衆
小
説
の
挿
絵
を
描
く
に
も
芸
術
的
良
心
の
強
い
人
で
あ
る
か
が

分
る
と
共
に
、
俗
間
で
は
国
定
忠
治
と
い
ふ
と
、
直
ぐ
俳
優
の
扮
す
る

風
貌
の
立
派
な
人
間
に
考
へ
て
ゐ
た
の
が
、
石
井
氏
の
研
究
で
、『
身
長

は
五
尺
五
分
し
か
な
い
の
に
体
重
は
二
十
三
貫
あ
り
、
肥
つ
て
ゐ
ろ
に

か
か
は
ら
ず
立
居
が
非
精
に
敏
捷
で
脚
の
早
い
こ
と
無
類
で
あ
つ
た
と

云
ふ
』
と
い
ふ
珍
ら
し
い
事
実
を
教
へ
ら
れ
た
事
を
私
は
感
謝
す
る
。

　

殊
に
面
白
い
の
は
『
か
ら
だ
に
は
毛
が
深
く
殊
に
胸
毛
が
深
く
眉
が
太



挿絵画家・石井鶴三と子母澤寛（梅谷松太郎）─新出資料からみる『国定忠治』・『父子鷹』制作事情一面9

く
眼
玉
の
大
き
い
口
数
の
少
い
男
だ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
だ
。』
と
い
ふ
一

節
で
あ
る
。
そ
の
石
井
鶴
三
氏
が
新
発
見
さ
れ
た
国
定
忠
治
が
、
恐
ら
く

原
作
者
子
母
澤
寛
君
の
小
説
の
『
国
定
忠
治
』
よ
り
、
一
層
如
実
に
現
は

さ
れ
て
ゐ
る
と
私
は
信
じ
る
。
何
故
な
ら
、
五
尺
五
分
で
二
十
三
貫
の
忠

治
が
街
道
を
駈
け
て
来
る
図
、
裸
の
忠
治
が
川
原
で
体
を
拭
い
て
ゐ
る

図
、
そ
の
他
数
々
の
挿
絵
の
画
稿
を
見
る
と
、
そ
の
一
つ
一
つ
の
図
が

物
を
言
ひ
事
件
を
説
明
し
て
ゐ
る
や
う
に
思
へ
る
か
ら
で
あ
る（

（1
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
鶴
三
の
挿
絵
、
そ
の
姿
勢
な
ど
が
評
価
さ
れ
て
い
く
中
で
、

子
母
澤
寛
と
の
一
度
め
の
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
は
、
無
事
連
載
終
了
を
迎
え
る（

（1
（

。

　
　
　

四
、
子
母
澤
寛
作
・
石
井
鶴
三
画
「
父
子
鷹
」

　

そ
の
後
、
子
母
澤
寛
と
石
井
鶴
三
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
躍
を
つ
づ
け

て
い
く
が
、「
父
子
鷹
」
に
お
い
て
再
び
タ
ッ
グ
を
組
む
こ
と
に
な
る
。

　

同
作
（
小
説
）
に
つ
い
て
は
、
尾
崎
秀
樹
が
次
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

子
母
澤
寛
の
『
父
子
鷹
』
は
、『
お
と
こ
鷹
』『
勝
海
舟
』
な
ど
と
並
ぶ
、
ひ

と
連
な
り
の
長
篇
で
あ
る
。
子
母
澤
寛
の
代
表
作
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

戦
後
の
収
穫
の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
。
昭
和
三
十
年
五
月
十
九
日
か
ら

翌
三
一
年
八
月
十
三
日
に
か
け
て
、「
読
売
新
聞
」
の
夕
刊
に
四
百
五
十
回

に
わ
た
っ
て
連
載
さ
れ
た
。
挿
絵
は
石
井
鶴
三
だ
っ
た
。
勝
小
吉
と
そ
の

息
子
麟
太
郎
の
、
父
子
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
も
う
ひ
と
つ
奧
に
あ

る
人
間
的
な
交
渉
を
、
歴
史
に
即
し
て
た
ど
っ
て
い
る
が
、
作
者
の
ね
ら

い
は
小
吉
の
八
方
破
れ
な
行
動
や
、
そ
の
彼
を
と
り
ま
く
江
戸
市
井
人
の

さ
ま
ざ
ま
な
ふ
れ
あ
い
を
、
幕
末
江
戸
期
の
風
物
詩
の
中
に
と
ら
え
よ
う

と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か（

（1
（

。

　

鶴
三
が
担
当
と
な
っ
た
経
緯
は
未
詳
、
依
頼
状
な
ど
も
発
見
さ
れ
て
い
な
い

が
、
協コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ヨ
ン

働
作
品
の
成
果
に
つ
い
て
は
、「
子
母
澤
寛
の
個
性
と
石
井
鶴
三
の
個

性
が
、
あ
う
ん

0

0

0

の
呼
吸
で
一
瞬
の
う
ち
に
合
致
、
物
語
の
展
開
と
挿
絵
と
の
内

的
関
連
が
緊
張
し
た
太
い
糸
で
ピ
ン
と
張
ら
れ
て
い
く
」
と
評
し
た
紅
野
敏
郎

に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

鶴
三
の
挿
絵
は
と
く
に
名
も
無
き
侍
の
怒
り
、
悲
し
み
、
そ
の
喜
び
、

そ
の
楽
し
み
、
つ
ま
り
喜
怒
哀
楽
の
表
情
と
行
為
を
一
刷
け
で
勁
く
描

き
き
る
。
そ
れ
は
机
龍
之
助
に
お
い
て
も
、
宮
本
武
蔵
に
お
い
て
も
同
じ

で
あ
る
が
、
物
語
の
内
容
に
応
じ
て
、
そ
の
ス
ケ
ッ
チ
は
や
は
り
千
変

万
化
す
る
。
基
本
、
基
軸
は
不
変
だ
が
、
そ
の
様
態
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な

か
た
ち
で
花
を
開
か
せ
る
。
小
吉
が
登
場
す
る
場
面
、
二
人
、
三
人
、
い

や
集
団
と
し
て
活
躍
す
る
シ
ー
ン
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
、
殺
気
と
静
か

さ
と
が
、
裏
表
の
関
係
で
描
き
出
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。

　

執
筆
期
間
中
、
毎
日
進
行
し
て
い
く
新
聞
連
載
小
説
に
、
苦
し
み
な
が
ら
挿

絵
を
描
い
て
い
く
鶴
三
の
姿
は
、
日
記
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
は
じ
ま

り
は
、「
一
九
五
五
年
五
月
一
○
日
（
火
）」
の
項
に
書
か
れ
た
「
晴　

教
授
会　

和
田
さ
ん

0

0

0

0

来
、
桜
木
町
宿
「
む
ら
た
」
へ
案
内
さ
る
博
物
館
見
る（

（1
（

」
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。「
和
田
さ
ん
」は
、
読
売
新
聞
文
化
部
記
者
の
和
田
伊
都
夫
で
あ

る
。
日
記
に
よ
れ
ば
、
鶴
三
は
本
作
の
挿
絵
を
こ
の
「
む
ら
た
」
で
描
く
こ
と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
記
に
は
、
同
年
「
八
月
二
○
日
（
土
）
曇
」
の
項
に
、
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
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98 

99 

100
午
前
本
文
写
し
午
後
三
時
郵
送　

106
～

107
及

101
～

105
ゲ
ラ
刷
届

く（
（1
（

　　

こ
こ
に
並
ん
だ
「
98
～

105
」
と
い
う
数
字
は
、「
父
子
鷹
」
の
連
載
回
数
を
示

す
も
の
だ
ろ
う
。
メ
モ
書
き
の
た
め
「
本
文
写
し
」
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

作
業
か
は
確
定
で
き
な
い
が
、
こ
の
時
期
、「
98
～

100
」
回
の
本
文
を
手
元
に
お

き
な
が
ら
挿
絵
を
描
い
て
い
た
こ
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
つ
づ
く
一
週
間
分
の
「
ゲ
ラ
刷
」（

101
～

107
回
）
も
届
け
ら
れ
て
い
る
。

日
記
に
は
、
他
に
「
ゲ
ラ
刷
」
に
関
す
る
記
述
が
み
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
・
量
が
恒
常
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ど
う
か
判
断
は
で
き
な
い
が
、
早

め
に
、
多
め
の
原
稿
が
挿
絵
画
家
に
届
く
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
確
認

で
き
る
。

　

そ
し
て
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
か
ら
は
、
四
枚
＝
二
日
分
の
「
ゲ
ラ
刷
」

が
発
見
さ
れ
た
。
挿
絵
（
画
家
）
と
い
う
観
点
か
ら
は
少
し
外
れ
る
が
、
こ
の

資
料
に
即
し
て
、
本
文
の
異
同
に
つ
い
て
も
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
発
見
さ
れ
た
「
ゲ
ラ
刷
」
を
紹
介
し
て
お
く
。

７
、『
父
子
鷹
』
ゲ
ラ
刷
（
仮
番
号
［
書
５
─
１
３
９
］）

　

こ
の
資
料
は
、「
父
子
鷹
」
の
校
正
刷
り
四
枚
で
あ
る
。
一
・
二
枚
め
が
、「
父

子
鷹
【
１
７
８
】 

隠
居
（
三
）」（『
読
売
新
聞
』
一
九
五
五
・
一
一
・
一
三
夕
）、

三
・
四
枚
め
が
「
父
子
鷹
【
１
７
９
】 

隠
居
（
四
）」（
同
一
九
五
五
・
一
一
・

一
四
夕
）
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

四
枚
め
の
裏
に
は
、
鶴
三
の
手
に
な
る
と
思
わ
れ
る
、「
父
子
鷹
」
挿
絵
に
関

す
る
鉛
筆
の
メ
モ
書
き
が
残
さ
れ
て
い
る
。

172 	

本
堂
の
階
段
小
吉
群
衆
に
大
喝
す

173 	

た
め
し
切
り

174	

岡
野
の
家
ら
ん
み
や
く

175	

小
吉
岡
野
の
え
り
首
つ
か
み
ひ
つ
ぱ
り
出　
　
　
　
　
　

	

八
日	

176 	

木
剣
素
ぶ
り
の
あ
と
小
吉
岡
野　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

九
日

177	

岡
野
小
吉　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

十
日

178	

仕
立
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

十
一
日

179	

や
く
ざ
風
な
男
二
人
、
浪
人
風
一
人
と
小
吉　
　
　
　
　

	

十
二
日

	

〔
原
文
横
書
き
〕	

　

以
下
、「
ゲ
ラ
刷
」
段
階
に
鉛
筆
で
書
き
こ
ま
れ
た
れ
た
校
正
（
著
者
か
編
集

者
に
よ
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
）
に
つ
い
て
は
、
削
除
部
分
を
取
消
線
、
加
筆

部
分
を
【 

】
内
に
示
し
、「
ゲ
ラ
刷
」
と
新
聞
掲
載
本
文
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

削
除
部
分
を
二
重
取
消
線
、
加
筆
部
分
を
〔 

〕
内
に
示
し
た
。
な
お
、
改
行
は

当
初
の
ゲ
ラ
に
準
じ
て
い
る
。

（
一
枚
め
）

父
子
鷹178

　
　

隠
居
（
三
）

　

年
の
瀬
が
迫
っ
て
、
小
吉
は
〔
夜
、〕
男
谷
道

場
の
戻
り
に
、
ど
う
し
て
い
や
が
る
だ

ろ
う
と
、
夜
に
な
っ
て
弁
治
の
い
る
長

屋
の
前
を
然
【
然さ

】
り
げ
な
く
〔
な
げ
に
〕
通
っ
た
ら
、
若

い
お
弟
子
の
お
針
子
が
大
勢
い
て
、
弁

治
と
女
房
の
小
新
が
並
ん
で
縫
物
を
し
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て
い
る
の
が
ち
ら
り
と
見
え
た
。
界
隈

の
噂
で
も
、
近
頃
は
と
ん
と
真
面
目
に

稼
い
で
〔
や
っ
て
〕
い
る
よ
う
だ
し
、
刀
剣
講
の
歩

金
も
纏
っ
て
入
っ
た
事
だ
ろ
う
か
ら
、

い
ゝ
お
正
月
を
迎
え
る
だ
ろ
う
。

「
お
や
？
」

　

長
屋
の
角
の
と
こ
ろ
に
し
ゃ
が
ん
で

い
た
男
が
一
人
、
俄
か
に
ぱ
た
〳
〵
と

駈
け
出
し
て
行
っ
た
。
ち
ら
り
と
見
た

が
ど
う
も
や
く
ざ
な
奴
ら
し
い
。

「
足
を
洗
っ
て
あ
ゝ
し
て
い
る
ん
だ
、

真
逆
岡
っ
引
で
も
ね
え
だ
ろ
う
─
─
あ

ゝ
、
わ
か
っ
た
」

　

と
小
吉
は
眉
を
寄
せ
て
一
寸
立
停
っ

て
、

「
正
月
の
見
世
物
に
大
阪
下
り
の
綱
渡

り
が
か
ゝ
る
と
き
い
た
が
、
ひ
ょ
っ
と

す
る
と
、
あ
奴
ら
が
」

　

急
に
踵
を
返
し
て
、
が
ら
り
と
弁
治

の
と
こ
ろ
へ
〔
格
子
戸
を
〕
入
っ
て
行
っ
た
。

「
弁
治
さ
ん
、
ち
ょ
い
と
こ
っ
ち
へ
お

顔
を
貸
し
て
下
さ
い
」

　

と
い
っ
た
。
弁
治
も
小
新
も
び
っ
く

り
し
た
。

「
か
、
か
、
勝
様
」

　

と
思
わ
ず
吃
っ
て
大
あ
わ
て
だ
。〔
改
行
〕「
内

緒
で
頼
み
た
い
こ
と
が
あ
る
の
だ
。
お

か
み
さ
ん
は
い
ゝ
、
弁
治
さ
ん
だ
け
、

ち
ょ
い
と
手
間
を
欠
【
欠か

】
い
て
下
さ
い
」

　

暗
が
り
の
中
に
、
小
吉
は
弁
治
を
抱

く
よ
う
に
寄
っ
て
、

「
大
阪
の
綱
渡
り
が
来
る
よ
う
だ
。
お

前
に
は
お
れ
と
い
う
も
の
が
つ
い
て
い

る
か
ら
、
真
逆
な
事
は
し
め
え
と
思
っ

て
い
た
は
こ
っ
ち
の
自う

ぬ
ぼ惚

れ
よ
。
ど
う

や
ら
手
を
廻
し
て
い
る
様
子
だ
。
気
を

つ
け
ろ
よ
」

「
へ
、
覚
悟
は
し
て
居
り
ま
す
。
女
房

も
そ
の
気
で
、
い
つ
ど
ん
な
奴
が
飛
込

ん
で
来
て
も
見
っ
と
も
な
い
殺
さ
れ
方

は
し
ま
す
ま
い
と
、
あ
奴
が
云
っ
て
〔
居
り
〕
ま

す
」

（
二
枚
め
）

「
は
っ
は
っ
。
惚の

ろ
け気

る
は
ね
え
だ
ろ
う
。

今
、
そ
こ
に
変
な
奴
が
し
ゃ
が
ん
で
い

や
が
っ
た
。
小
屋
が
開
い
た
ら
お
れ
が

き
っ
ぱ
り
と
、
筋
目
の
立
っ
た
渡
り
を

つ
け
〔
て
や
〕
る
か
ら
、
そ
れ
迄
の
事
だ
〔
は
〕、
夜
な

ん
ざ
あ
間
違
っ
て
も
外
へ
出
る
な
」

「
へ
え
」

「
た
ゞ
そ
れ
だ
け
だ
。
嬶
を
大
切
に
せ
」
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小
吉
は
も
う
行
っ
て
終
っ
た
。
そ
の

小
吉
が
入
江
町
の
曲
り
角
で
、
や
く
ざ

風
の
奴
が
二
人
、
そ
れ
に
着
流
し
の
浪

人
風
の
奴
が
一
人
。〔
、 

〕
何
に
か
ぶ
つ
〳
〵

云
い
乍
ら
こ
っ
ち
へ
来
る
の
に
出
逢
っ

た
の
は
そ
れ
か
ら
直
ぐ
で
あ
る
。

　

小
吉
は
、
は
は
ー
ん
と
い
う
よ
う
な
格

好
を
し
た
。

「
お
い
、
お
前
ら
ひ
ょ
っ
と
し
て
、
勝

小
吉
と
い
う
男
を
採
【
探
】
し
て
い
る
ん
じ
ゃ

あ
ね
え
の
か
」

「
え
？
」

　

一
人
が
動
悸
っ
と
し
た
ら
し
く
調
子

ッ
ば
ず
れ
の
声
を
出
し
た
。

「
若
し
、
そ
う
な
ら
、
お
れ
が
そ
の
勝

小
吉
だ
よ
」

　
「
隠
居
（
三
）」
に
該
当
す
る
こ
の
二
枚
の
ゲ
ラ
は
、
一
行
文
字
数
は
新
聞
掲

載
ス
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
あ
る
が
、
行
数
は
新
聞
の
六
九
行
に
対
し
て
七
二
行

と
な
っ
て
お
り
、
当
初
三
行
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
は
、
子
母
澤
寛
が
書
き
、
新
聞
社
で
出
校
し
た
後
、
内
校

ま
で
済
ま
せ
た
ゲ
ラ
が
い
ち
早
く
鶴
三
の
も
と
に
届
け
ら
れ
、
同
時
並
行
で
子

母
澤
寛
が
分
量
に
配
慮
し
つ
つ
校
正
を
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
オ

ー
バ
ー
し
て
い
た
三
行
は
巧
み
に
削
ら
れ
、
掲
載
と
な
っ
て
い
る
。

　

引
き
つ
づ
き
、
翌
日
分
も
み
て
お
こ
う
。

（
三
枚
め
）

父
子
鷹179

　
　

隠
居
（
四
）

　

小
吉
は
へ
ら
〳
〵
笑
っ
て
〔
た
。〕

「
も
し
そ
う
で
な
け
れ
あ
い
ゝ
ん
だ

が
、
地
路
【
路
地
】
が
入
組
ん
で
い
る
か
ら
ね
え
、

剣
術
遣
い
の
小
っ
ち
ゃ
な
家
な
ん
ぞ
を

探
す
は
大
変
だ
と
思
っ
て
お
節
介
よ
」

「
ち
、
ち
、
違
い
ま
す
」

　

一
人
の
や
く
ざ
は
が
く
〳
〵
し
て
一

寸
慄
え
て
い
る
よ
う
だ
。

「
そ
う
か
。
そ
れ
な
ら
余
計
な
事
を
し

て
終
っ
た
な
。
が
、
こ
の
辺
は
滅
法
物

騒
な
と
こ
ろ
故
、
う
ろ
〳
〵
し
て
い
て
、

斬
っ
払
わ
れ
る
事
が
よ
く
あ
る
よ
。
気

を
つ
け
た
が
い
ゝ
ね
」

　

そ
れ
っ
き
り
、
す
う
ー
っ
と
後
も
見

ず
に
行
く
。
三
人
は
何
ん
と
い
う
事
な

し
に
立
ち
す
く
ん
だ
。

　

暮
の
三
十
〔
廿
五
〕
日
。
ま
だ
朝
だ
。

　

新
し
い
半
天
を
着
た
若
い
者
を
一
人

つ
れ
て
、
大
阪
下
り
綱
渡
り
「
二
代
目

玉
本
小
新
」
の
太
夫
元
が
ご
つ
〳
〵
し

た
紋
附
に
袴
を
は
い
て
や
っ
て
来
た
。

　

こ
の
前
、
お
世
話
に
な
っ
た
礼
を
く

ど
〳
〵
と
い
っ
て
、
弁
治
兄
イ
と
五
助
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兄
イ
を
ま
た
お
頼
み
申
し
た
い
と
お
探

し
申
し
ま
し
た
が
、
ど
う
し
て
も
お
と

こ
ろ
が
知
れ
ま
せ
ぬ
。
も
し
御
存
知
な

ら
ば
お
知
ら
せ
願
い
度
う
存
じ
ま
す
。

就
き
ま
し
て
は
、
初
代
玉
本
小
新
が
脱

座
い
た
し
ま
し
た
た
め
、
今
度
二
代
目

を
引
き
つ
れ
て
参
上
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
ほ
ん
の
御
神
酒
料
で
と
、
真
面

目
な
顔
つ
き
で
水
引
の
か
ゝ
っ
た
包
み

を
差
出
し
た
。

「
ほ
う
、
太
夫
元
、
呆
け
る
は
い
ゝ
加

減
に
お
し
、
あ
奴や

つ

ら
の
業
を
知
ら
な
い

事
は
な
い
だ
ろ
う
」

「
え
？
」

「
だ
い
ぶ
前
か
ら
妙
な
奴
ら
が
、
弁
治

の
と
こ
ろ
を
狙
っ
て
い
る
。
弁
治
ば
か

り
か
、
こ
の
お
れ
が
と
こ
ろ
も
狙
っ
て

い
る
の
さ
。
馬
鹿
だ
ね
え
」

「
え
ー
っ
？
」

　

太
夫
元
は
髪
の
辺
り
の
白
髪
を
ふ
る

わ
せ
て
【
、】
ぐ
う
ー
っ
と
反そ

そ
る
よ
う
な
格
好

で
び
っ
く
り
し
、
顔
色
も
変
っ
た
。

「
は
っ
は
っ
。〔
ほ
い
、〕
案
の
定
、
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
」

　

と
小
吉
は
、

（
四
枚
め
）

「
実
は
お
れ
も
そ
ん
な
と
こ
ろ
じ
ゃ
あ
〔
だ
ろ
う
〕

な
い
か
と
思
っ
て
い
た
よ
」

「
へ
？
」

「
何
あ
に
ね
〔
な
〕、
変
な
風
態
の
奴
が
、
こ

の
間
中
か
ら
弁
治
を
つ
け
廻
し
た
り
、

お
れ
が
家
を
覗
き
に
来
た
り
す
る
。
商

売
も
の
ゝ
玉
本
小
新
を
奪
ら
れ
た
と
馬

鹿
な
考
げ
え
を
持
ち
や
が
っ
て
、
恨
み

の
半
分
も
け
え
そ
う
と
〔
す
気
で
〕、
ふ
と
こ
ろ
に

は
危
な
い
物
を
呑
ん
で
い
る
事
だ
と
、

恥
し
い
が
お
れ
も
少
々
早
合
点
を
し
て

い
た
わ
」

「
さ
よ
う
で
御
座
い
ま
す
か
。
い
や
、

そ
れ
は
〔
然
様
な
事
が
ご
ざ
い
ま
す
か
も
知
れ
ま
せ
ぬ
。〕
わ
た
く
し
に
も
思
い

当
り
ま

す
」

「
お
前
、
小
新
は
ど
う
し
て
い
る
と
思

っ
て
る
え
」

「
は
い
、
あ
れ
は
あ
な
た
の
お
身
内
の

弁
治
さ
ん
の
女
房
に
し
て
貰
っ
て
い
る

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」

「
お
身
内
は
な
い
だ
ろ
う
─
─
が
ま
あ

そ
の
通
り
だ
」

「
あ
な
た
が
つ
い
て
い
て
下
さ
る
、
仕し

あ

合わ
せ

で
ご
ざ
り
ま
し
よ
う
」
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「
仲
好
く
や
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
と
こ

ろ
で
─
─
」

　

と
小
吉
は
、

「
お
前
は
、
余
り
話
が
わ
か
り
す
ぎ
る

が
」

　
「
隠
居
（
四
）」
に
該
当
す
る
こ
の
二
枚
の
ゲ
ラ
は
、
一
行
文
字
数
は
新
聞
掲

載
ス
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
あ
る
が
、
行
数
は
新
聞
の
七
五
行
に
対
し
て
七
七
行

と
な
っ
て
お
り
、
二
行
オ
ー
バ
ー
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

先
の
ゲ
ラ
と
併
せ
て
考
え
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
組
み
上
が
り
で
数
行
の
オ

ー
バ
ー
と
な
っ
て
い
た
。
逆
に
い
え
ば
、
掲
載
紙
面
の
行
数
は
変
動
す
る
に
も

関
わ
ら
ず
、
子
母
澤
寛
の
超
過
行
数
に
は
ほ
と
ん
ど
か
わ
り
が
な
く
、
と
な
る

と
、
子
母
澤
寛
が
書
く
時
す
で
に
当
該
回
の
分
量
が
指
示
さ
れ
て
い
た
か
、
あ

が
っ
て
き
た
原
稿
／
ゲ
ラ
に
即
し
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
た
こ

と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、「
父
子
鷹
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
二
段
で
組
ま
れ
、

中
央
に
二
段
分
で
挿
絵
が
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
、
そ
の
両
脇
（
あ
る
い
は
片
側
）

に
記
事
や
広
告
が
入
っ
て
い
る
。

　

こ
の
資
料
か
ら
は
、
新
聞
連
載
小
説
の
制
作
事
情
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の

有
益
な
ヒ
ン
ト
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
に
は
、
挿
絵
画
家
が
、
ど

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
ど
の
程
度
の
量
・
完
成
度
の
本
文
を
目
に
し
て
い
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
。
第
二
に
は
、
ゲ
ラ
と
い
う
新
た
な
原
稿
類
を
手
が
か
り
と
し
た
、

小
説
家
に
よ
る
本
文
の
推
敲
の
具
体
的
な
プ
ロ
セ
ス
（
今
回
の
資
料
か
ら
は
、

本
文
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
日
付
の
変
更
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
）。第
三
に
、
そ

れ
ら
を
総
じ
た
、
新
聞
連
載
小
説
・
挿
絵
制
作
の
、
複
数
の
ラ
イ
ン
か
ら
成
る

進
行
の
全
体
像
と
、
そ
れ
を
支
え
た
人
的
・
技
術
的
シ
ス
テ
ム
の
フ
ロ
ー
に
つ

い
て
、
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
今
回
は
小
説
家
・
挿
絵
画
家
双
方
に
関
し
て
、
当
該
時
期
に
関

す
る
（
日
記
な
ど
の
）
情
報
が
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
断
片
的
な
こ
と

し
か
明
ら
か
に
で
き
な
か
っ
た
が
、
挿
絵
画
家
の
遺
品
資
料
が
右
の
一
連
の
問

題
に
照
明
を
当
て
る
も
の
に
も
な
り
得
る
こ
と
は
、
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

　
　
　

五
、
お
わ
り
に
─
─
子
母
澤
寛
と
石
井
鶴
三

　

最
後
に
、
子
母
澤
寛
の
小
説
に
寄
せ
た
石
井
鶴
三
の
挿
絵
が
、
当
時
の
読
者

に
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」

に
興
味
深
い
資
料
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

８
、
読
売
新
聞
支
局
宛
‐
設
楽
翠
窓
書
簡
（
仮
番
号
［
書
１
─
４
５
１
］）

　

書
簡
本
文
の
翻
字
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
「
父
子
鷹
」
と
挿
絵　
　
　

設
楽
翠
窓

　

新
聞
小
説
と
挿
絵
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
つ
て
、

挿
絵
な
し
の
新
聞
小
説
な
ど
、
到
底
考
へ
ら
れ
な
い

時
代
に
な
つ
た
。
そ
れ
で
挿
絵
画
家
の
責
任
の
重
い

と
い
ふ
事
は
、
新
聞
小
説
の
場
合
、
挿
絵
が
拙
い
と

読
む
気
が
し
な
い
し
、
反
対
に
挿
絵
が
う
ま
い
と
、

妙
に
読
み
心
を
そ
そ
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

小
説
は
断
る
迄
も
な
く
文
字
だ
け
の
も
の
で
、
挿

絵
が
あ
ら
う
が
な
か
ら
う
が
、
傑
作
は
傑
作
で
あ
り

、
作
品
の
価
値
に
変
り
は
な
い
。
従
つ
て
挿
絵
は
従
［
改
ペ
ー
ジ
］
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で
あ
り
、
だ
か
ら
作
品
の
不
足
を
補
ふ
と
い
ふ
の
で

は
な
く
、
作
品
を
視
覚
化
し
感
銘
の
度
を
、
一
層
高

く
さ
せ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
何
処
迄
も
小
説
と
挿
絵
の
限
界
と
い
ふ
も

の
は
判
り
し
て
居
る
が
、
最
近
で
は
、
挿
絵
の
重
要

性
か
ら
新
聞
小
説
に
関
す
る
限
り
、
一
見
作
家
と
画

伯
の
合
作
と
誤
認
さ
れ
易
い
。
此
の
言
葉
は
作
家
の
ほ

こ
り
を
傷
つ
け
る
も
の
だ
ら
う
が
、
し
か
し
、
自
分

の
小
説
の
挿
絵
は
ど
う
で
も
よ
い
、
と
考
へ
る
作
家

は
居
な
い
だ
ら
う
か
ら
、
こ
ん
な
事
は
問
題
に
な
ら
［
改
ペ
ー
ジ
］

な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

む
し
ろ
こ
ん
な
問
題
は
意
に
介
せ
ず
、
自
作
の
作

品
を
飾
る
為
に
よ
い
挿
絵
画
家
の
絵
を
望
み
、
画
伯

の
為
に
協
力
を
惜
ま
ぬ
と
い
ふ
の
が
一
般
ら
し
い
が
、

事
実
作
家
と
画
家
が
気
を
合
は
せ
て
居
る
小
説
と
い

ふ
も
の
は
、
詢
に
読
ん
で
居
て
気
持
よ
い
。

　

本
紙
に
連
載
さ
れ
て
久
し
い
「
父
子
鷹
」
は
此
の

点
、
作
者
と
画
伯
が
息
を
合
は
せ
て
居
る
所
、
実
に

目
覚
し
い
。
阿
呍
の
呼
吸
と
い
ふ
が
、
此
の
言
葉
は

実
際
こ
ん
な
の
を
い
ふ
の
だ
ら
う
。［
改
ペ
ー
ジ
］

　
「
父
子
鷹
」
の
作
者
子
母
沢
寛
氏
は
昭
和
七
年
十
一
月

十
五
日
か
ら
東
京
日
日
新
聞
に
「
国
定
忠
治
」
を
書
い
た

。
こ
れ
が
氏
の
出
世
作
と
思
ふ
が
、
挿
絵
は
矢
張
此

の
石
井
鶴
三
画
伯
で
あ
つ
た
。「
国
定
忠
治
」
は
大

変
な
評
判
で
、
完
結
後
改
造
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
事

で
あ
る
が
、
今
又
「
父
子
鷹
」
の
傑
作
が
二
人
の
組
合

せ
で
世
に
出
る
と
い
ふ
の
は
因
縁
深
い
事
で
あ
る
。

　

挿
絵
画
家
と
作
家
の
組
合
せ
と
い
ふ
も
の
は
、
そ

の
時
々
の
も
の
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
一
体
子
母
沢

寛
氏
と
石
井
鶴
三
画
伯
と
は
、
所
謂
う
ま
が
合
ふ
と
［
改
ペ
ー
ジ
］

い
ふ
の
で
は
な
い
だ
ら
う
か
、
子
母
沢
氏
は
性
格
的
に

固
い
物
を
扱
ふ
様
だ
が
「
国
定
忠
治
」
に
は
貫
く
も

の
が
一
本
通
つ
て
居
た
し
、
此
の
度
の
「
父
子
鷹
」

に
は
一
層
強
靱
な
も
の
が
貫
か
れ
て
居
り
、
此
の
気

魄
に
は
真
実
う
た
れ
る
も
の
が
あ
つ
た
。

　

石
井
画
伯
の
絵
は
固
く
、
元
来
「
父
子
鷹
」
の
様

な
作
品
に
は
う
つ
て
つ
け
で
あ
る
。「
国
定
忠
治
」
で
は

づ
ん
ぐ
り
む
つ
く
り
の
忠
治
が
よ
く
出
て
居
た
し
、

此
の
度
は
小
吉
、
お
信
、
岡
野
の
隠
居
に
孫
一
郎
と

そ
れ
［
ぞ
れ　

右
傍
挿
入
］
性
格
が
あ
ら
は
れ
て
居
た
。
大
体
石
井
画
伯
の

［
改
ペ
ー
ジ
］

は
表
情
が
う
ま
い
。
兄
の
彦
四
郎
が
中
風
に
な
る
前

日
、
小
吉
の
家
を
訪
ね
た
時
の
笑
顔
な
ど
実
に
よ
か

つ
た
。
そ
し
て
固
い
と
は
い
ふ
が
、
女
の
絵
も
よ
く

お
信
な
ど
貞
淑
な
中
に
、
又
女
ら
し
い
色
気
さ
え
あ

つ
て
、
何
ん
と
も
い
へ
な
い
物
が
あ
つ
た
。

　
「
父
子
鷹
」
は
日
な
ら
ず
し
て
終
る
と
い
ふ
。
一
年

余
毎
日
こ
れ
を
楽
し
み
に
し
て
読
ん
で
来
た
が
、
此
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の
小
説
が
完
結
す
る
と
い
ふ
事
は
何
ん
と
も
淋
し
い
。

こ
れ
は
熱
心
に
読
ん
で
来
た
小
説
が
終
る
度
に
味
は

ふ
気
持
で
あ
る
が
、
此
の
度
は
事
に
深
い
様
だ
。［
改
ペ
ー
ジ
］

御
紙
の
連
載
小
説
は
他
紙
に
比
較

し
た
場
合
い
つ
も
優
秀
で
す
が
、
父

子
鷹
は
近
来
に
な
い
傑
作
で
御
座

い
ま
し
た
。
感
銘
深
い
余
り
同
封

の
様
な
感
想
を
書
き
ま
し
た
の
で

御
送
り
い
た
し
ま
す

　
　

昭
和
三
十
一
年
八
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
楽
翠
窓

　

宛
先
は
、「
山
形
市
■
■
■
新
■
／
読
売
新
聞
支
局
／
御
中
」、
消
印
の
日
付

は
一
九
五
六
年
八
月
一
三
日
、
時
間
・
地
名
は
読
み
と
れ
な
い
。
裏
面
に
は「
西

村
山
群
西
川
町
／
設
楽
翠
窓
」
と
記
さ
れ
、
左
上
部
に
は
日
付
を
記
さ
れ
て
い

た
よ
う
だ
が
、
破
損
の
た
め
読
み
と
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
、「
設
楽
翠
窓
原
稿
」

（
原
稿
用
紙
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
一
～
六
枚
目
ま
で
は
、
左
上
に

NO.
１
～

６
と
ふ
ら
れ
、
右
上
が
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
七
枚
目
と
し
て
翻
字
し

た
送
り
状
が
、
一
枚
付
さ
れ
て
い
た
。

　

宛
先
の
通
り
、
こ
の
書
簡
は
「
父
子
鷹
」
連
載
終
了
間
際
に
新
聞
社
に
送
ら

れ
た
、
鶴
三
挿
絵
を
中
心
と
し
た
感
想
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
、
新
聞
社
か
ら

鶴
三
の
も
と
へ
と
転
送
さ
れ
、
遺
品
と
し
て
残
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

　

差
出
人
の
設
楽
翠
窓
（
本
名
・
設
楽
松
四
郎
）
に
つ
い
て
は
、
当
初
情
報
が

な
か
っ
た
が
、
信
州
大
学
附
属
図
書
館
中
央
図
書
館
の
折
井
匡
に
よ
る
粘
り

強
い
調
査
の
結
果
、
ご
遺
族
と
連
絡
を
と
る
こ
と
が
で
き
た（

（1
（

。

  

内
容
と
し
て
は
、
新
聞
小
説
と
挿
絵
の
関
係
か
ら
説
き
起
こ
し
、
挿
絵
の
機

能
に
ふ
れ
た
上
で
、「
父
子
鷹
」
に
お
け
る
子
母
澤
寛
と
石
井
鶴
三
の
関
係
を

「
阿
呍
の
呼
吸
」・「
う
ま
が
合
ふ
」
と
評
し
な
が
ら
、「
父
子
鷹
は
近
来
に
な
い
傑

作
」
だ
と
絶
賛
し
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
一
通
を
以
て
、「
父
子
鷹
」
挿
絵
へ
の
評
価
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
よ
う
に
受
け
と
め
、
感
想
状
を
送
る
ほ

ど
の
愛
読
者
が
存
在
し
た
こ
と
は
確
か
な
の
で
あ
る
。

　

し
か
も
こ
の
書
簡
は
、
公
表
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
石
井
鶴
三
の
も
と

で
保
管
さ
れ
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
と
し
て
信
州
大
学
に
収
め
ら
れ
、
調
査

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
、
五
〇
年
強
の
時
を
へ
だ
て
て
、
こ
こ
に
公
開
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、「
石
井
鶴
三
関
連
資
料
」
を
整
理
・
検

討
し
て
い
く
こ
と
の
意
義
（
の
一
端
）
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
　
注

⑴		

拙
論
「
石
井
鶴
三
宛
書
簡
の
整
理
を
は
じ
め
て
─
─
挿
絵
（
画
家
）
か
ら
近
代
文
学
・

出
版
（
研
究
）
を
考
え
直
す
た
め
に
」（『
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
』
二
〇
一
二
・
三
）、

同
「
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
と
そ
の
評
価
」（
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編
『「
時
代
小
説
作

家
と
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴
三
」
展
・
資
料
集
』
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
二
）
参

照
。

⑵		

尾
崎
秀
樹
『
子
母
澤
寛　

人
と
文
学
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
）　

五
〇
頁

⑶		
松
島
栄
一
「
子
母
沢
寛
」（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典　

第
二
巻
』
講
談
社
、
一
九
七

七
）  
一
八
八
‐
一
八
九
頁

⑷		

平
浩
一
「
直
木
三
十
五
『
南
国
太
平
記
』
試
論
―
―
石
井
鶴
三
挿
絵
と
書
簡
か
ら
浮
か

び
上
が
る
も
の
」（
信
州
大
学
附
属
図
書
館
編
『「
時
代
小
説
作
家
と
挿
絵
画
家
・
石
井
鶴

三
」
展
・
資
料
集
』
信
州
大
学
附
属
図
書
館
、
二
〇
一
二
）
参
照
。
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⑸		

全
文
は
、
注
⑷
参
照
。な
お
、
同
論
に
記
載
さ
れ
た
書
簡
の
基
礎
情
報
を
転
載
し
て
お

く
。
─
─《
封
筒
の
宛
先
は「
東
京
、
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
／
侍
史
」、
消

印
の
日
付
は
昭
和
六
年
一
二
月
二
日
。
な
お
、
大
阪
毎
日
新
聞
の
社
用
封
筒
・
便
箋
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
封
筒
裏
の
住
所
の
欄
に
は
「
大
阪
中
央
郵
便
局
私
書
箱
第
四
六
番
／
株

式
会
社
大
阪
毎
日
新
聞
社
／
大
阪
市
北
区
堂
島
上
二
丁
目
参
拾
六
番
地
」
と
印
字
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
左
側
に
、
手
書
き
で
「
新
妻
莞
」
と
あ
る
。》

⑹		

以
下
に
、
書
簡
全
文
の
翻
字
を
示
す
。

［（
二
十
七
日
に
横
浜
着
の
時
中
島
さ
ん
も
お
よ
び
し
て
御
馳
走
す
る
と
い
ふ
話
が

あ
つ
た
が
ど
う
す
る
か
其
日
ま
で
に
は
つ
き
り
し
た
知
ら
せ
を
よ
こ
し
て
く
れ
）右
傍
挿
入
］

前
便
菅
原
氏
気
附
に
て
出
し
た
手
紙
は
［
お　

右
傍
挿
入
］
見
た
こ
と
と
思
ふ
其
後
宅
の
方

か
は
り
な
し
小
生
健
康
も
今
は
良
好
な
り
別
段
の
不
自
由
の
こ
と
も
な
し

と
み
が
万
事
よ
く
や
つ
て
ゐ
て
く
れ
る
感
す
べ
き
少
女
な
り　

だ
か
ら

帰
り
を
強
ひ
て
急
ぐ
要
な
し
健
康
上
は
汽
車
よ
り
船
の
方
よ
か
る
べ
し

む
ぞ
が
り
む
ぞ
が
ら
れ
る
と
い
ふ
点
だ
け
は
な
れ
て
ゐ
て
少
し
さ
び
し
い
が
一
両
日

位
の
こ
と
は
気
に
す
る
ほ
ど
の
こ
と
な
し
帰
船
は
四
日
市
に
よ
る
と
い
ふ

こ
と
だ
か
ら
か
は
つ
た
と
こ
ろ
が
見
ら
れ
て
そ
れ
も
よ
か
ら
う
と
思
ふ

大
牟
田
よ
り
お
送
り
の
二
箱
到
着
柿
は
美
味
な
り
茄
子
は
見
事
な
り

筍
も
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
珍
ら
し　

植
物
は
早
速
植
え
た
が
場
所
の
選
定
一
苦
労

に
て
考
へ
居
れ
ば
あ
い
に
く
来
客
あ
り
と
い
ふ
具
合
に
て
一
日
か
ゝ
つ
て
し
ま
つ
た

竹
は
つ
ひ
に
よ
い
場
所
が
見
あ
た
ら
ず
か
り
植
え
と
し
て
置
い
た
柿
の
葉

は
［
す
で
に　

右
傍
挿
入
］
色
あ
せ
て
美
し
か
ら
ず
た
ゞ
［
こ
れ
に
よ
り
て
現
場
を　

左
傍

挿
入
］
想
像
す
る
の
み
田
舎
は
自
然
の
め
ぐ
み

ゆ
た
か
な
る
こ
と
を
思
ふ
墓
参
の
日
祖
父
様
の
［
御　

左
傍
挿
入
］
命
日
な
り
し
由

偶
然
に
よ
き
日
に
あ
た
つ
て
よ
か
つ
た
と
思
ふ　

肥
猪
の
人
々
に
も
会
ひ
し
な
ら
む

［
十
□　

上
部
欄
外
挿
入
］お
茶
な
と
と
ひ
き
と
め
ら
れ
し
な
ら
む　

お
さ
わ
さ
ん
に
は
会
ひ

し
や

い
ね
子
さ
ん
に
会
ひ
し
由
無
事
に
て
何
よ
り
で
あ
つ
た　

久
留
米
も

大
牟
田
も
ぢ
き
に
ひ
き
越
す
前
で
あ
り
し
と
の
こ
と
好
な
時
に
め
ぐ
り

あ
は
せ
た
も
の
か
な　

し
か
し
よ
か
つ
た
大
牟
田
は
ま
た
遠
い
と
こ
ろ
に
う

つ
る
由　

一
寸
の
と
こ
ろ
で
会
へ
な
か
つ
た
と
こ
ろ
だ
つ
た

（
こ
ゝ
ま
で
書
い
た
と
こ
ろ
雅
子
来
る　

い
と
ま
ご
ひ
の
意
な
り　

し
は
ら
く
話
し
て
送
り

出
し

た
る
と
こ
ろ
へ
依
久
子
さ
ん
も
く
る　

お
帰
り
に
な
つ
た
と
こ
ろ
で
ま
た
あ
と
を
つ
ゝ
け
る

今
日
は
人
来
デ
ー
な
り　

裏
面
に
つ
ゝ
く
）［
改
ペ
ー
ジ
］

雅
子
結
婚
は
［
前
便
に
伺
つ
た
如
く　

右
傍
挿
入
］
二
十
八
日
な
り　

其
前
に
お
祝
に
高
橋

へ
行
く
心
算
な
り

こ
の
こ
と
を
今
依
久
子
さ
ん
に
話
し
た
と
こ
ろ　

前
々
か
ら
話
も
あ
り

其
時
に
は
紋
服
帯
其
他
一
切
依
久
子
さ
ん
の
を
拝
借
の
こ
と
に

な
つ
て
居
る
由　

吾
輩
は
知
ら
す
に
ゐ
た
が
さ
う
云
ふ
こ
と
な
り

二
十
七
日
横
浜
か
ら
す
ぐ
弦
巻
の
方
へ
ま
は
つ
て
そ
の
紋
服
を

お
借
り
し
て
来
た
ら
如
何
だ
ら
う
と
の
こ
と
考
へ
置
か
れ
た
し

依
久
子
さ
ん
は
二
十
二
日
に
東
京
を
た
つ
て
綾
部
に
ゆ
か
る
由
な
り

綾
部
に
て
橘
次
郎
兄
さ
ん
と
お
会
ひ
に
な
る
打
合
せ
の
由
な
り

行
つ
て
の
御
様
子
に
よ
り
弘
兄
さ
ん
を
東
京
へ
お
連
れ

す
る
や
う
に
な
る
か
も
知
れ
ぬ
等
の
お
話
な
り

前
便
に
書
き
お
と
し
た
が
十
三
日
午
后
岩
本
さ
ん
が
登
美

子
さ
ん
と
雪
野
さ
ん
と
お
三
人
連
れ
に
て
御
出
に
な
つ
た

お
前
さ
ん
が
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
旅
行
中
の
こ
と
を
知
ら
せ
や
う
と
思
つ
て
ゐ
て
未

だ手
紙
が
書
け
ず
に
ゐ
た
と
こ
ろ
だ
つ
た
そ
れ
で
も
吾
輩

在
宅
に
て
よ
か
つ
た　

岩
本
さ
ん
に
［
そ
ち
ら
か
ら　

左
挿
］
手
紙
を
出
し
た
か
未
た
な
ら

一
筆
出
す
べ
し

十
七
日
奈
良
南
氏
夫
妻
東
北
地
方
を
廻
つ
て
来
京
其
夜
行
に
て

帰
宅
す
る
と
の
こ
と
中
島
氏
に
誘
は
れ
山
水
楼
に
て
晩
餐
を
共
に
す
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結
果
は
南
氏
に
御
馳
走
に
な
つ
た
こ
と
に
な
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］［
る
な　

左
傍
挿

入
］
り
［
改
ペ
ー
ジ
］

十
八
日
東
日
社
よ
り
先
日
の
挿
絵
の
返
事
を
き
ゝ
に
来
ら
る　

お
前
さ
ん

か
ら
返
事
が
あ
つ
て
の
上
と
思
つ
て
ゐ
た
が
事
情
や
む
を
得
ず
吾
輩
と
し
て
は

ひ
き
う
け
て
も
よ
い
方
に
か
た
む
い
て
ゐ
た
こ
と
で
あ
り
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
大
抵

お
ひ
き
う
け

出
来
る
と
思
ひ
ま
す
と
返
事
を
し
た　

最
初
五
十
回
位
と
の
話
で

あ
つ
た
の
が
百
回
位
と
な
つ
た
［
来　

ミ
セ
ケ
チ
］「
檜
山
兄
弟
」
は
来
月
七
日
で
終
る
由

そ
の
あ
と
す
ぐ
つ
ゞ
く
の
で
来
月
早
々
か
ら
［
ま
た　

右
傍
挿
入
］
忙
し
く
な
る
筈
な
り
来

年二
月
ま
で
つ
ゞ
く
予
定
な
り
ま
た
神
経
質
に
な
る
時
が
来
る
が

よ
ろ
し
く
頼
む
わ
か
り
き
つ
た
こ
と
な
かマ

マ

ら
後
陣
を
お
前
さ
ん
が
し
つ
か
り
や
つ
て
く
れ
な

け
れ
ば
挿
絵
の
仕
事
は
う
ま
く
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
ゆ
か
ぬ
な
り
お
前
さ
ん
の

健
康
に
ど
う
か
異
状
な
か
ら
ん
こ
と
を
祈
る
吾
輩
は
大
丈
夫
な
る
べ
し

さ
れ
ど
出
来
得
べ
く
ん
ば
そ
の
前
に
数
日
旅
行
を
し
て
来
た
い
と
思
つ
て

ゐ
る
梅
谷
氏
も
吾
輩
が
挿
絵
を
ひ
き
う
け
て
く
れ
ゝ
ば
力
が
入
つ
て
大
に

努
力
出
来
る
と
云
ひ
居
る
由
そ
の
う
ち
［
打
合
せ
の　

左
傍
挿
入
］
一
会
あ
る
筈　

新
妻
氏

の肝
い
り
も
あ
る
ら
し
い　

梅
谷
氏
筆
は
早
い
方
ら
し
い
［
話　

ミ
セ
ケ
チ
］
時
に
は

十
回
位
書
い
て
も
ら
ふ
等
の
こ
と
も
［
出　

右
傍
挿
入
］
来
る
ら
し
い　

執
筆
中
は
特
に

社
を
休
ま
せ
て
も
ら
ふ
許
し
も
出
て
居
る
と
の
こ
と
な
り

関
谷
君
の
世
話
に
て
檜
材
一
本
買
つ
た
上
等
で
は
な
い
が
格
安
品
に
て

小
さ
い
も
の
を
作
る
に
は
よ
さ
ゝ
う
な
の
で
買
つ
た
五
五
金
上
も
の
は

い
つマ

マ

れ
先
に
行
つ
て
ま
た
買
ふ
べ
し
砥
石
も
鑿
金
も
買
ひ
た
し
［
改
ペ
ー
ジ
］

阿
蘇
の
温
泉
は
何
処
［
に　

右
傍
挿
入
］
行
き
し
に
や　

お
初
さ
ん
も
同
行
さ
れ
た
る

模
様
十
六
十
七
二
日
つ
ゝ
き
の
休
日
に
て
好
都
合
な
り
し
な
る
べ
し

阿
蘇
も
先
年
行
つ
た
時
に
比
へ
る
と
大
分
か
す
れ
る
こ
と
な
ら
ん

そ
の
こ
ろ
の
こ
と
し
き
り
に
思
ひ
出
ら
れ
感
慨
深
し

お
前
さ
ん
の
手
紙
は
十
六
日
出
熊
本
よ
り
の
は
か
き
ま
で
受
取
つ
て
ゐ
る

お
母
さ
ん
の
こ
と
は
ち
つ
と
も
書
い
て
な
い
が
ま
る
で
お
前
さ
ん
が

一
人
で
旅
行
し
て
居
る
が
如
き
感
あ
り

そ
れ
か
ら
前
便
に
も
書
い
た
如
く
大
阪
篤
子
は
大
分
重
態
の
［
今
日
雅
子
の
話
で
は
少
し
良

好
の
由
な
り　

右
傍
挿
入
］

や
う
だ
が
神
戸
か
ら
是
非
見
舞
つ
て
く
れ　

伝
染
病
だ
か
ら

充
分
気
を
つ
く
べ
し
病
院
は
消
毒
充
分
と
は
思
ふ
が
飲
食
［
物　

右
傍
挿
入
］
に

注
意
す
べ
し
手
を
よ
く
洗
ふ
こ
と
忘
る
べ
か
ら
ず

仁
川
貞
兄
宅
も
都
合
つ
け
ば
一
寸
で
も
よ
［
つ　

右
傍
挿
入
］
て
来
て
く
れ
る
方

よ
か
ら
ん
と
思
ふ　

阪ハ
ン
キ
ウ急

電
車
「
仁に

が
は川

」
で
下
車
し
て
西
方

川
沿
［
ひ　

右
傍
挿
入
］
三
町
ば
か
り
の
と
こ
ろ
な
り
（
阪ハ

ン
キ
ウ急

は
委
し
く
云
へ
は
阪
神

急
行
電
鉄
な
り
略
し
て
阪
急
と
い
ふ　

い
ま
一
つ
阪
神
電
気
鉄
道
と
い
ふ

一
線
あ
れ
ば
ま
ち
が
は
ぬ
や
う
注
意
す
べ
し　

阪
急
の
本
線
を
「
西

ニ
シ
ノ
ミ
ヤ
キ
タ

宮
北
口グ

チ

」

で
宝
塚
行
に
乗
換
へ
三
つ
目
か
の
停
車
場
が
仁
川
な
り　

赤
十
字
病
院

は
［
上ウ

ヘ
ホ
ン
マ
チ

本
町
の　

左
傍
挿
入
］
奈
良
行
電
車
発
駅
の
近
く
な
り　

大
阪
梅
田
駅
よ
り
タ
ク
シ

ー
五
十
銭
［
位　

左
傍
挿
入
］
で

行
く
べ
し　

乗
合
自
動
車
も
あ
り
（
但
し
方
向
よ
く
注
意
す
べ
し
）

　
　
　
　
　

美
佐
様　
　
　
　
　
　

十
九
日
夕　
　
　
　
　
　

鶴
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

別
紙
略
図
を
添
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
裏
と
も
見
る
べ
し
［
金
は
如
何
か
足
り
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
傍
挿
入
］

⑺		
こ
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
岩
部
定
男
氏
（
形
文
社
）
の
ご
教
示
に
よ
る
。

⑻		

引
用
は『
石
井
鶴
三
全
集　

第
五
巻
』形
象
社
、
一
九
八
七
）　

二
八
七
頁
。
な
お
、
同

書
に
収
め
ら
れ
た
、
石
井
鶴
三
宛
木
村
荘
八
書
簡
（
一
九
三
二
・
一
一
・
一
九
）
も
参
照
。

⑼		

『
石
井
鶴
三
日
記　

第
一
巻
』（
形
文
社
、
二
〇
〇
五
）、「
昭
和
八
年
」
の
項
、
四
七
七
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‐
四
七
八
頁

⑽		

注
⑻
に
同
じ　

二
八
九
頁

⑾		

宇
野
浩
二
「
春
陽
会
瞥
見
」（『
ア
ト
リ
エ
』
一
九
三
三
・
六
）　

三
三
‐
三
四
頁

⑿		

「
国
定
忠
治
」
は
一
九
三
三
年
に
映
画
化
さ
れ
る
。
監
督
は
稲
垣
浩
で
、「
旅
と
故
郷
の

巻
」・「
流
浪
転
変
の
巻
」・「
霽
れ
る
赤
城
の
巻
」
の
三
作
品
が
公
開
さ
れ
た
。
冨
田
美
香

編
『
千
恵
プ
ロ
時
代　

片
岡
千
恵
蔵
・
稲
垣
浩
・
伊
丹
万
作　

洒
脱
に
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ

ン
メ
ン
ト
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
、
一
九
九
七
）
参
照
。

⒀		

注
⑵
に
同
じ　

九
九
‐
一
〇
〇
頁

⒁		

紅
野
敏
郎
「
子
母
澤
寛
の
『
父
子
鷹
』
挿
絵
の
時
代
」（『
石
井
鶴
三
全
集　

第
一
〇

巻
』
形
象
社
、
一
九
八
八
）　

二
〇
六
‐
二
〇
七
頁

⒂		

『
石
井
鶴
三
日
記　

第
四
巻
』（
形
文
社
、
二
〇
〇
五
）　

六
一
頁

⒃		

注
⒂
に
同
じ　

六
二
頁

⒄		

折
井
匡
に
よ
る
調
査
の
経
緯
は
以
下
の
通
り
。
手
始
め
に
「
設
楽
翠
窓
」
を
ネ
ッ
ト
検

索
し
、
何
点
か
短
歌
の
本
に
そ
の
名
前
が
ヒ
ッ
ト
し
、
号
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
し
つ

つ
、
山
形
県
西
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
教
育
委
員
会
宛
て
に
問
い
合
わ
せ
を
行
っ

た
。
山
形
県
西
川
町
役
場
の
生
涯
学
習
課
を
通
し
て
、
ご
子
息
に
当
た
る
設
楽
淳
二
氏
が
、

「
西
川
町
の
応
援
団
（
町
の
事
業
）」
と
し
て
登
録
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
連
絡
が
つ
き
、

設
楽
翠
窓
氏
の
本
名
が
設
楽
松
四
郎
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
書
簡
の
コ
ピ
ー
を
同
封
し
、

研
究
目
的
で
の
書
簡
の
公
表
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
ご
快
諾
を
頂
い
た
。

※
本
稿
で
紹
介
し
た
鶴
三
宛
書
簡
の
翻
字
に
あ
た
っ
て
は
、
荒
井
真
理
亜
氏
・
髙
野
奈
保
氏
・

多
田
蔵
人
氏
・
出
口
智
之
氏
の
多
大
な
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
（
も
ち
ろ
ん
、
本
稿
の

文
責
は
松
本
に
あ
り
ま
す
）。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。


